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　現今ソ連のみならず諸外岡鉱お・℃も地球物理学の一部門として近年新たに生れた古磁気学

（獅1疑蹴膿塑ε庶凱〉に響拝常な興味が現われ始醤　駒．これはきわめて当然なことである。とい

うのは当部門の研究轍よつて賓磁気学が相関遠奮る諸科学領域で多くの閥題の真相を明らかに

するのに役立つぱかり　　　　一一達；の爽際的な閥題の解決に響助けとな難こ乏二がわか導てきた

からであ為．本論文で轍かか考）閥題の・）ちの一つの問題，すなわち層位の対比（灘練灘鱒奎痢

む鍵雌蹴i縫）および霧磁気学離方法（韓1遭○堕確競重紀m撮狛瀧）紀よる地／馨　（欝（）隻鰭1繊Hb墾

m註轍癖4）生成年代の決定紅関騰閥題のみを取り扱）ご二にするがあ｝かじめ古磁気学の基

磯をなし，鉱か蓬、かかる問題を取り扱う（烹を可能ならしめる物理学的前提を簡単に検討して

みなければならない，霜磁灘紅よく夢雛　　巽くては多くの岩石がその生成過程において残留磁

気を生じ，しか菟）そンIPむがかll詰＝り安定した状態でこん紅ちに至響驚非常に長▽・期間にわたつて

保持t、てい署〉と！，・う事実に立脚していξ》，

　変成爆の残留磁気を発生す嶺幾構は騎成岩の冷却と関連い姻懸。もL邸却がキユリー点以

上の泓腰から撚発しで肴なわれでおれ1，キ撒碧一一点薮通過する際，岩石率紅含まれている強

磁性鉱物が常磁性の状態から強磁性の状態へ遷移す葛が，こ覗〉際もし小さな外部磁場でも存在

しておれば岩眉は趨・蓄掌外部磁場の方／餓こ充分に磁化され署煙、ので、／る．嶽然条件でかかる磁化

を生ず葛外部磁場に欺　のは嶽石の冷却が肴なわれている罵辺難存在する地球の局部磁場であ

る、，岩石磁気の原脳とな癒轡石中鐙愈驚鷺鮎ている主要強磁挫鉱物のキ畿碧一、懸は導00一鶉ゲ£

の臨囲内にある。かかる過程のもとに生口磁気を特に熱残留磁舞（嶽餓羅慧総羅糠毫1撮購総一

窒／擁痴ゆと呼ぶ、多数め調騰研究の藩輝　大騰の変成岩が正にこの種残留磁気をもつてい誉）

ことが明らかに蹴つ泳こ。

　堆積岩の残留磁気を発生する機構は変成岩び）それとは溢もむきを異にしてい慕．堆糠岩の残

留磁気億著干σ磁気能率を有す1粒子ンp緩慢続沈積嘩『る過程，㌍おいて地球の外部磁場の方向に

配列され懲ため／ご二生ずる。乏．、たがって堆糠岩の残留磁気の一般的な方向はやはりその生成時期

に存在レていた地球の局部磁場の方向に一致3　こと続な脳）。

　変成岩および堆積爆の残留磁気は充分に安定している耀含が多く，岩聡の生成時における欄

辺の地球磁場σ）方陣をそ）ま窪こバ．／こちに到るまで保持している場合がしばしばある．しかし

ここ紅明説しておかなければな／㌶姻・のは轡石の残留磁気の強さが時のたつにつれて減少して

行くことであ葛，業の減少尋）遠度は岩石覇体の特性紅よ≧繋鼠か最初疑）残留磁気の強さを弱瀦鵡

外部作轡1（圧力，震勤，加熱，外部磁場その他）の特性および強さに左右されてい都，

　次に岩石の残留磁気測定に地質学麟意義の挿入を薄能ならしめるような諸現象に関して検討

してみよう。いろいろの、熱成年代をもつた岩蕎鋭）磁化方向を研究した結果，地球磁場がその地

史を通じて非常に複雑な変化をたどやてきたことが明らかになつた。実際，もし地球磁場が岩

贋のように固定した不変のもので滋　たな糞ば，古磁気は極魔に限定されたものでむ一たに違

いない．現雀では地球の磁極は先カンヅジヤ代からほぽ第i図に示す径路を経て現在の位置ま

で移動（癒運勤）した轍とが確認びれている。

　畢葺3・釜卸　K（）耀幾野y登慕：罫x蕪還難（）誠ξぜ蓬器葦饗難翌｝欝　ム穫《響○蝋撚　懲《）鱗》窺登饗銭（）薫　K（》麹翼き諜発蓑鑓慧　r｛写》難媛｝ζ

　　　　　　　　　　獅欝帳c礎禦嬢難驚雛むr購醤｛）護，葱輸

学｛）一…（7｛1）



餅譲鷺om駄欝1醜鎗m鍵をK｝毒続よる轡石年代‘ひ対焦（灘ll け導通息ミ最）

　　　　　i鶴　　　1慰驚襲のl　T妻．慧鴇護　纒謬難肇薫鋤鹸蕪蜂聾

　1　　アメ夢舞大跨難｝，欝／ナる難蓑嚢の難7　難調〉｛難賂（齋1絃

　鳶　　難一鍔九ンパ大繍憩書雲彰ナ轟1　擬鵜〉1　｛溝麺撫繋線／各（譲騨滋鐵齢驚翠灘鴇。養こる）

　羅　 嬢購難鱒1蕪の極　動の餐潟ぐ義黙／駿の繋藝鐘1蔦．窯る）

　軌道鼠および耶蔚一ラシヤ大陸およびアメリカ大鰭｛得宍課1磁気の資料緯，毅づ鳶，また

耳魏・鷺護欝激譲ご肇鮪爽学瀬跨資牽斎　（“ざ葉軽醗摩聾fl㌣遙繋準畢とし　　瓢織鴇ξ羅鹸壌磨塚ξ、1；〔1獲〕　を牽彗ノ鱗しノこ＞　　葦憲》：参融

作製された．形でよく似た軌道：観、び鷲二の種々の位1，館匪一づ潔ヤ大陸とア、縛力大陸の絹

対的変位．の肇傷果・として運．劾してい蕎、，薫、いに全く関係のな／暑独：蹴した 露磁丸グ費料お、凱び蔦気

候学麟資料が…致しでい≧1£とはあながち偶然駒なことではあ鑑聴い、1二こでは一ツ轟藏線が

鍵薦美学喬鯵極、の1繊遂を，他の線が磁梅の軌逮髪iを示しているがそ1舞、ン壌劉に霧要なことで麺；ない、，菰

いうのは，税今の概念（理解）では地球磁耀　、簸球の籍1転撚麟ll匠．に綿密な関係に捷頓万レさ

れ窪磁極が絶えず地理学麟極の糊謬議を歳2運動しでい≧、　据定瓢れてい懲か歪）で櫛る、、こ1戯録

齋磁鎌に関す騰数多くの研兇，講査の結果，あ灘地質子的期閣i擁の磁糎麺護均ぐ中闇的な）位

置が遜？麹その」蝋間内（芝暑燦i曝学的極罵壕鯵定奏烹ll　、一・　　　瀧ごとがわかつた〔欝）　（鎌y難灘続示す

磁極の位置も籏た平均位置であ難、，）　ここ．麺述べてお滋喚．ければ蹴らないグ　1第蓋鐵こ示して

い嶺軌遊では地質時代に行なわれた磁極の運働紅関して単！こ近似的な概念しか得られ噸いこと

である．将来の蜜磁気頓漢け磁撫組織ll勺な研究紅、狛　　塁み磁極の変位／ 関ヂ熟より詳細な資料

が得られ’るであろう。、古磁気に関動る研究の経肇果としてもケー…錯常に繋離な結論紅叢雛噸）こ

とができた．それは地質学的な時間鎗い烈　　・んど瞬闘ll甑昭、裏ずる磁極、の縄期的変化の存在

であ岬　研兜の過程において残留磁気が外部＞磁場の麟鶏に逆縄蓉のプy向を有す捺、無うな燐蕎

1こ遭遇した蔦とがあった．その現象拶、ノ原悶を，1鯛葦するた瀦一塵　仮説が提起さ漸蔓厳榔1麟翼．

られた慧ひの強磁性成分を奮む燐燕が趣却する1欝，外部磁場の方向と反対・びプ裾…3に磁化されう

騰蔦とが判！灘した瓢銭〕．』また騰常凝擁滋義轟瓢おレ・ても岩畢三ずを逆1乃麟藩紅磁化する．紅ンなあゐ種過程

の存在も証明された。しかし，外部磁場の方1鱗二反対毒・か向に残騰瓢を生ぜし8中機構に関

Lて発表された仮説では，あ譲携定の条擬　　爵を仮説してい鷺越3で，この濁繋のあ！》鞠壌窺

をも説明す鵜力湿欝していない。場合紅よ鷲　仲は岩石の残留磁喪ζをゴ齢，擬滋場の極性変化一童臨なわ

ち反転によぜてのみ説明し詳恐。税撫のとどろ地球獄蜜蠣　）反転の／謬欝コ襲／しては構、ご確定的な

証明は甕1移ていないが考くσ傑輝査関係毒，が鉱の兇地　灘1筏て㌔・礁ハこれ暴醗はり鍵1葺灘磁場瓜

71・鱗、



、雛質i調三薮讐蓄錫　讐i菱　（鐸ぎi窮巻　 湊奪　1　一撃）

関丁鴬幌今σ藩麟鰭マ．〉穂　1気極性の変化を認めているせいも暴絹繊警うがぐ窯絹，　磁気麟紅

安簸し、ゐ謹石の残留薦勲プ滴は地葺融全体撰．鰍1憾蟻1・庶規き鄭賢、つ噴聯裁罐，こつた諸

現象と麟．1ぐ新　　ごい1、）で～1芽　誘、糞観の1二うン、，、ン．肩yを基礎紅し・て岩層年代対比紅絹いられ

る鷺綜）の譲認繧識難鋼溌窯／れ、オぎ　 黙
，
　

難．、

　第一一の方法で！ド。蒙地球4磁極、（）移動を利罵L　　曙）。響離鉾，もし1＆成年代’）望　　ア類・’萎燐石

む）驚、イヒグ方鶴轄／、　　讃・代幹表厳麺鍵）鷺芝　琴躍縫、愈・計るととがで導考瓢）乞菰ら／薫，その運宏の1司題）鑛舞馨

套　壌 円な育〆雲楚轄鋳努織雛／毅　、のプy向紅、、1セつて声　）1驚燦／襟フ決・定塾轟丁書雛なシ寒噂凝唆で凌〉著，鉱のよら

な決定の晩駄はr蜘茎！学i糊勲》移勤が窄漁麟ミ．でいたか，絶れど｛、磁極がそ麟こは関｛系なく

変位していたか研iに轍左霜蔦ン，諏，1．），）ので　llこい，、現磯鱈　瓢ころで轍矯磁気の騰史に麟げる知識

・ン　　翼り紅雀〉タ遅・似lli暫｝響ラ　し〉1ハ　鍵1麟鳩ξ旗丈叢鱒彗鋭し、「ていないの’で湾父ソ糞去の広濤竃翻の適ナ弓こ1が廠だ灘く

『舞丁霧譲彰で凌〉惹、聾

　すで紅述べたよう㌦鷲編灘昌各地質時f気、慕／lけ、）磁鰍曙鞠位灘を紫し℃・’，実際に懇

いて霧蕪極は絶嚢、ず乙れ，！　）1鴫陶位1　）燭闘寮藩畿棄叢潔蒸動をしな跨や議，・、つの閥鵜かその器1汰均のず霊餐疑

か若壌創構O　／三での1…鷺．／綾移動していたδこ二．こ，』は細う消㎜全ソ地質掌研甕所」によつ℃極東

地方の鮮新世薫1武蒸撫雌漏／→1賜灘研響釜ヨ雛ωを．，婁熱む，いi三でな難．駕た嗣一一生成講逸代を有す

る。顕駅Yの努繋鷺罫滋x乱鎧1蝿掛導敦多く■　講1曇硝理疹膿（i慕雰　薫73　　美で）て海三明さ薄る宵ぐい．、》，，圏れ・ゆえ巽

i、uわ才t肩瞬もが（あンセか｝『憐毯．，鋒鱗場の葺継礎から窪識｝採つた爵囑わ，ような）薦謬虫な擦難翼1磁餐裂のブ男旬を

菟、つて孔℃養数き孟し〆た（櫃i溺の）景豪蒙　）1．！跳購代し㎜縄欝計夢そ5　、罫、大きン七燃まりをお渉ずヂρと1ごな

りかねない、、盈機分でも信頼の二鍵1タ躍濠1舞、　得るため1ぎ癒成鷲i儀代の近い撃｝牽鍵）i残留磁気調）方向

の門馨毒イ菰オ鎧泌饗畷護ダゾてう籍轡鷺さ茸む署ナ馨ド蕎1継　け治、／、／、夢い童ど墜湾赴ヅごけ聡渠肇》嚢三搬ミになつてく

る4グて3凌）望．〉、、

薯鋤壌s澱気磁・（》・㌧と共剛ノ◎・べ！タ艦フ漁鋸雛τ藤馨k潅鞭磯牒磁気に’；凶ゾ研

究け鋳酒嚢資料が誹乏ズ’い ・例一る、溺）瞬瞬ま糞1漁雛y細丁鞭9u壷癖1紛下流で
は菱蘭）謬」一難勢職1繊無　η麟1二亭て噴　ご3・ダグノレーヅに分綾ラ協、）ことがしでき蓄ル腿，二各グノレー一ツ1絹

の1滋壌藪録雄、艶の　1箋は淑アで爵〉篭バ　㍗＞牽）。　野そぴ辱濠蓑糎麺二）聾録轡糞鴛1　よλ・灘ま33。（灘叙餐蚤）夢麟欝淑ジ

（二紅藤華）であつて，　こ｝1鋳濠愛育滋匙d履／ヂゼl　i墜鷺馨、糾紅騒二ぞ三轡旋冨，。一藩異ナξ、謬滋l／鋭¢1均嚢嵐緩藝こ非’評鴇

！こ真猛レ、もグ．　　　る，，

　1二の1二望讃　　統計資料を充分，、・麟）てい羅．熱l　l昌1‡，本η法をこん／ごl　lで紅近拶的な年

代　）決定紅，窪た古生物学的方法を適葺／するごとの匿、きなレ・，先カンヅ1フヤ紀堆糠岩の生成年

、総戸）を喪定註に建蜜ノ糞博塀1．）、二乏　》　　凝る』」．》、ぐ蝋』で韓1季　づ無カンだヅ夢ヤ豪篶島鉄、捜ラー選硫羅墾のき霧璽毒（7）震墨路を

餐疑華霧1事異凱1喪箆重L．ヅ隠薫）娘嚢髪二》熱ま鷺〔隻姦〕疏）研箏難漆蟄警搬購遵、、、鴫き疑アで誇）篠，，

　彼の研艦、靴類　　／られた欝料！讃）ちろん実翔揖幽充分癒ものではあるが，こグ資料をみ

叡韓f，叢魔身矯鐵去を／繕ψ㍉て湊磁ガ代：．　　乱麦癖を劃／衡の擢蜜轟麺1）1軌蒸　謹蔓灘菰・すれ塁潔マ、ま；述・くてい　　び雛齋の

璋叢階響範難1をll大い！鑑！寛／ずう塁．＿　　露’　）・痩

　舞ぎ一，育漆静ま薩マ簗！識三要1条廓i囎．〉も～1鋒こ津3斗デぐ撃斎華μ／薪1℃ひ）対ゴ毛1・蓮鑓舗いご無尋、，

　（茎）　1本乃浸　　縮　誰れゼ〉燐イ津糞銘鯵のダ趨繋蕪籔髪　方向凌こん1・韮載照．るまで拶財響し・諸覧よ

う’、養．磁灘約に女定し、ノ　の響なけ薄、、1、／亀　’熱・．、煮ん紅ちで1、岩石のぞ1，雑慧．轡安建：性を決定記，〆，

また1場・合・に、1こ》．慌，激そ鷲墜際磁駄〉プ講趣を復元することのでき鶴 一連；銑＞野外魂爽験蜜灘懸糞纈査方

法爵ζ完擬樗してし　る　鋒，（）黛蓋藝〕，

　（窯）　地殻変勤凱．美癖じ、た岩欝　残！至穿磁灘の力嗣　　嚢養麟　ll新るた第，蟻燐聡が生成時

にうけた嚢纒1設1縫釜勇鍵無麟熱横／す、難黄i寧識藪！響　　二，と1爵軽》要もである、，

　翁鋤、ご．の燦隆ぞ磯舜総遠寸葦灘び．）ノグ渥“類1三♂常毒ダ墜盛菱擢熱～お、／ぼ懲近の鍔難鐸滋も　欝嚢叢轍桑艮慮越を康，ζいてい

メ
、

ご　ブ諌薦≧灘初に潅鋤霧し、たぴ，t釜散瞬贈甕鷺であぜンぐ，　二彼はこ二のソヲ掻晦でアイ、スヲンド賦熔紫き・

流の対比を行な》　．≒護〉、　ソ遵でもA、瓢K｝巣r識￥め▽　が1こ○方法を用いて薄トルタメンにあ

恐鮮菊肝世／砂岩の霧鰻二を挙ヂなザ　蝋勇しで1’曙）．A・鑑Kl逸蹴箪ぬ（》v矯窯藩1石φ探簸方麗ヱ試料・ヂ）残麹

難一（鶯）



P蹴鋤囎㍑旛叢驚t｝縦至鋲はる舞石年代の対比（甑朗馨灘鱒

磁気を研兜した締果，当地区の第闘紀および鮮新世釧麓積轡を交互に母，諄帯磁および逆帯磁を

示す欝枚¢）麟準紅分け添こ撫に成功してい恐。いろいろな地域の場所での層序的1こ関鷺した

断藤を比較対照戴鑓と紅よつて，研発された地域での選び出瀞れた層準が／二く追跡され箸）籠

、と，および得られた霜磁気帯の対比の結果が堆糖作／二匙）大きな変勤を対象にUて行なった施質

学駒対比と一致してψること慶確かめ樹二とができた．へ載K長騨燃蜘はまたヴ罐柵ルガ中・

下流流域地方瓢おけ轟二・一三畳紀堆積灘靴関しても瞬様な結渠を得ており〔捻〕，　それをい

くつかの：配常帯磁を牽塗帯と逆帯磁を示博帯と軽分けること靴成功してい恐．鑑8）際彼は濃〆

出した帯を曝離雛驚に謬．たつて追跡鮎てい養．

　近年「全ソ遠地質学研究所」では極康蟻方／こおける玄試岩廊地の磁疑／長に門いて一連の研発作

業を実施したが，その華舗織奮じた台地の岩石の全部が蕉常の帯磁を示｝1層準撫逆の帯磁を示

す層準～漁る分かれズお軽夢しかもそれ輪の層準が個々の禽地鐙領域内においてそ櫛走向紅沿

つてよく追跡され葛こ描膨箔かに欺つた。かくして鵜の方法をある地域の領城内での堆積岩

層および臓出岩の対比（騰石磁餓の極挫勤変化を起瓢す鰐悶こ関係なく）／趨矯す1響能雛が

充分轍根拠づけられてい導ものと考えることがで器《》。更、かしもし岩石磁織の極陸の変勤灘き爽

際に櫨球の磁極の変鋤瓢起践するものであ磨）ならば，本方法は地球上のいろいろの場所〉1序

図の対比および系統化に適湖される見通しが約束懸れている～烹にな葡。地質年代学にと鴫て

地球全体観わたって同時に趨こった磁極の飛躍酌な転位のよ翌1繭期時闘の辮摘嚇瀦隻な藁要

性を強調す蔦を要レない、，こ二の閥題に最終的な解答を与え　ためにはおそらく簸球．／嵐のいろい

ろの地域から隣一生成年代を有する層系を選び出し，その磁性を比較す篠という方法を肩二1いな

ければならないだろう．もL本調蓬費岩石磁気の極性が地球全体紅わたつて同時に変勤した叢

とを確認することができたならば，反転の存窃が証！夢捻れたといつてよいだろう，蔦の種作業

は調査の対照となる屡総の麟めて正確な生成年代び）決定を必要撫す轍景競鑓こ難蕊、、）窪あ蕎．

例えば古磁気の資料／鳳よれば新第三紀では馨○万年一憩雛万年ご慕こ磁場の反転が行なわれて

いる、，したがつて龍球全体鑑わ叢罫この翼象発生姻趨替性を確証す贔ため紅は被誹繍桑岩石〔7

成年代決定の誤差が器騒万年を超えてはならない．現窃）と鑑ろわれわれ薩このような二磁礁麗

をもつた奪代決定の手段を持つていない．それ1雛婁二いに充分遠鎌離紅あ恐少なくとも無、麟癒

域轍関すぞ〉生成年代が必要であ礁．糖らその決定は寒す』／ず灘難1る訂　弐る．

　第黛図轍各図の調査蒋轍よつて得られた岩石鎌織ぴ襲性の礒＝究絃果を憲とめた比較対照表を

示す．こ二ごに出ている結果の相互不一致は研究恕ミ・た屡慕の年代対比が非、1施不正確で1｝磁繊

とによるが，敷た一方では鷺疑）結果の大半が，流出時閥に大き頗叢購勤鴇・たと想像されき

噴繊複合岩体韓餓醸v鱒《灘撚糾賦礁蕪）の研究から得られたものであ鞠鉱とを！　慮にいれなけ

ればならない．それがため図示してξ鰭資料の霞鍬らiつあ急いはそれ以上の地球磁場の反転

がもれてい礁とも考邸）れる，，しかしここでみのがしてならないのは生成年代〆）醗も確爽な第

四紀堆積轡／醗獄、ては懸とんど全部の調査蕎が同一の緕衆すな濠禽第四紀の上位堆積岩が正常

帯磁を，第四紀の下位堆積騰が逆帯磁を有Uてい　ことを得てい慰二とである，、こ潟紅も掛一

つ付け癩えなければな辱ないのは，第闘紀の．ヒ位岩石では蕪だ一度も逆帯磁が発見されていな

いコニである．この事実は地球磁場¢）反転説癒支持す恐ものである。藁層賦対レて，（二の翼象

がやは）一定の期閥を必要と｝∫嬬）帯磁の叢1己反転と関係しでいると主張すぞ｝人もあるが，鉱物

成分おは無関係瓢火成岩と同様に堆績岩におい甲ぐ帯磁の縫轍反転紅懸じく磐静万年という期閥

を必要とすることは考え難い。それ観堆積岩と変成岩暑ま霞己反転のた図にそれがれ異つた鐵

己反転の機構を必要とする鉱とを考慮轍入れた壌含，かか鷲雌定は象す劇塁真実1強を失：粍く

ろのであ恐鳶

　反転の同時性を號墾する離醗で行蹴瀕司時代轟燐石の極挫の比較を新第三紀に較べては『か

紅少ない反転頻魔を有すると想像され嫁ン地質欝代烈郵噂る轡石瓢ついてli勘鰯嘱）方が容易であ

嶺醜残念ながらい幅欝）ところわ馨薄れはよ撃古い時代1こ関しで第烈叉1に類似“婁憾比較対照購

欝一1箆）
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　いろいろ鐙網蜜譲拳硝蟹繋1薫篭，よる生嶽球畢灘嚇婚達逡転く童鷺等磁ご難量◎熟｝を簿要勢麟

　　　　　i，　　　　　　　　　2．　・逆駐糞滋レ潜

墨一・Kl蝋一畿器舗》V菱三蓋）．　ト属・グメ晶ヤ婁1今ぎ7鱗瓜1践一嚢O鷺熱黛ll諺蓉〕．ソ轡

ソ熟，鍍器藝1難一鷺鳶鴛致難1二鼻鱒．　ソ導ソスヲ美．9轟難詳1暴7－／f燈壽欝繕勢講裂1．嘆蕪難

ツ㌧ずス悸γヂ夢　欝霧鮮罫1マー三敵畿無鷺蓬〔2ア3き　フラン俄夢1警導罎薄菰lw一

灘聲貰農r独s儲爺1涯獣！．　7イ激夢ソド，欝ss薄鑑婁鷺トーK畿w饗i　ll鷺黛〕鑓1竃夢欝s鉾欝。

を作成するに足，鵜齋磁気の資料がない、．ただ一ザ）いえること1・象，デボン系の研究紅あたつてま

だ・一嘆嚢も．正常卸帯戴叢を｝欝すぞン芋滋気蓑爵に惑輿翼蕊した華ぎ戴1瓢出藤摯鷲）た｛列がゐこいことである、，

　地球磁場の反転説を確証するもう一つの唯ぎ名な事実についで述ベレぐみよう臼），、それは母

燐が貫入岩との接触瀬紅おいて貫入岩と嗣一…方向涛糊灘されているが接触強から離れた所では

逆の方向1ご二帯磁されでい《〉ことが魔々観察審れ≧ξ〉ことである，，いまの撫ころこの事実は反転説

薪）鎌、地から次φように説明す導ことができるのみであ鶴，す賑わち母岩が剛貫入岩瓢よってその

接触懸付近でキ瓢夢一、熱以上に熱せられる繕果，貫入轡体が貫入した当時の地球磁場の方懸に

馨蕃磯縫蔽した暑ニジ紛、配るもので凌）鞍。

　反転法を綿いて地質断蘭を対比する場禽最も欝難を感ず為のは同一心撫性を講する帯を』蕉確に

比較対照す羊1）ことであつて，特紅地球磁場の反転が頻繁に起鑑つた地質時・牽燃こ属する堆積岩の

糞騰繋蚤にあたつて裟憲1焦お蓬3らであミも，そ・ういう雛銃緩蟹劉牽驚の一　ゾニ）とU℃奮導蹟、ば新・第1三糸蔽を凌舜デるこ

　　　　　　践猟Kl騰憩蟹は1・ルごクメン地方の鮮i鮒P！雌積岩の対比作業に際し，この闘難

紅打ち勝ウため各準1鍵）辮均ソ滴を利矯してい貰）．披は同一極性に／薦す導轡磁気帯がそれぞれ互

いに幾分異つた帯磁の方麹を有する塘徴を持つていξ流とを明らか獄、．た．これは多分反転時

にず厳識i島が蓋叡ダといく‘㌧か異な“二）た角／魔1こプ沸鵜をかえ賓）ことに1驚i鶉しているであろう。　ごの講1

実を立証するものとしてわれわれが奢藪東地方の鮮新世玄武岩類の残留磁気を研究した時に得た

資料をあげ鄭乙とがで継る，、われわれは多数の齋磁気帯から選び出L・た試料挺ついてその残留

磁気を測驚した結果，蕉常帯磁および逆帯磁を示す岩石の帯磁方向闇の角度が平均捕び恋磐

であ篠嬬とをつき～二めゾごが婁鵜蕊ぜ環鵜嚢費鷺も避瀦嘉凱舞il似Uた綻苧孫養を霧拳てV、難〔額）），

　A、猟K勧灘獅V薄三適編した対比の方法は堆積岩を対象にした場合はなる繊どよい結果を竜、

たらして慧い導が，その方法溜養出複合岩類の対比瓢は必ずしも董醐さンh、るとは限らない，、と

いうのは堆積岩ではおそ翻）く磁場の径年変化紅よつて生じたと思われる比較ii顛こ急速な古磁場

の方向の変動が堆積・俘用の連続性誇ために1翁勤的に平均化されたと考えられ葛ためであ鵜．こ

れにi対t、で幸1容蟻韓竃の1残1繋羅藷乗蕪♂）プ潟憩韓チきご）冷翼暴轡欝iに；待：磁蒸じていた灘矯貯滋糞謁び〉ソ韓韓の1瞬薪綿ドi勺方

？嬉一一（7罐）



欝漁鋤灘騨磁撒罵ll王鋲こよる岩蒙．咋代醇齢頃1勲二鱒滋訳）

酵」である。、治・くして溝1滋質場畿轟噸1舗溝〆》ら謬ズぐ錯鰹1鞍紅慈乳速／礎発巻鉱嘩恐／蚤薫騨熱鋸ヒが燐讐器R’て鐸譲祭㎜1爲二

ほ同…の古磁鷺滞に罵、、，U漆も縄　　1成年総、を有すゼ熔騰流が互い1簸／くぞの残留磁鷺

のプ聾麺を畢麟蔦・す難、柔）にな蕎ことン夢あ船・）　｝⇔そ融縁　　こ象箏螢く馨碧織さ恵詠轟曝業1灘署享¢麟霧　犠ゼヅ慧

帯磁方購を生ぜし嵯）聯原霞として夢岩涯謄1体に生ず導1轟部磁蒙謬鎧、斡分布をあげ｛．フことができ 』

それゆえ噴出饗紅おけレ残留磁気の方向が被対比岩石麟司一・榔こ際L、て必ずLも〉決定醜要素紅

なる、ミニは限らない。之．・かしわれ頼韓極棄地方“）実際〉経験に。嬉1峨，確実読…つo層準に

1、翼｝動る撫、轡、わ露る讐浮餐盤豪淋叢蹴藤鍵、のブ灘態が湊例胤そ浜．に利購した．試寧藩の葵欝採嚢i勢天讐がヌ1二いに欝k雛／

以上も離れていてもほとんどの場合一 畷女してい膝。ゆえ紅多くの嶽合では噴出岩のi矯1贈三を確

譲三するため残留磁気の方向を櫨の規準ととも瓢利罵し匿さしジ　・えないこと紅な恐、

　当問題の解決に利用できる別のパラメータとして轡贋の残闘滋気とそゼ、）誘導磁気との比幾蹴
　五雛、誰、　　　　　　　　蔦

一
　一〆駕あξずること露シひ瀞羊熱応二猛い・辰近い柔熱鷺総蘇鷺f襟身羊款動ゐ撃1隆萄爺1磯努　鵜ご蔭熱賦｝奮籔はその岩畢fの

　難

鉱物成分と最も深い関係を持って象寧〕，ン　／騨　畷矯流で，麟叢、㍗もの平均値が保持誠1ξ／．てい

讐）。　撒れは膿芝を灘熱つて瀦篶出気、毒騨滋棄欝彊購無婆構壽黛した／容岩建蹴系ダ藝の鋸講動嚢1分がわづズ1痩類しか変イヒ

しない鉱と轍起麟壌曜るらL・く聾　したがぜ　　全体・幾の聾擁御値も象ゾ1酸治、な例タ舞窪菱ノな騒鳥を除い

たほかは不変の状態で保存されてい讐）ので　　｝．こ轟繕論は濠れ、われによ　て極奪地方の玄鼠

岩講査の際導き議されたもダ）であ轟．

　£蚤・鷺・欝鉱罫（）vO象膿二び．罫Aほ雲驚編レZ蒸d鷺はそグ）共著論文瞳塞にr堆！馨野岩を対照，二して1序学

約な対比を実施す辱場合，層準を地較対照するため藤1然残穰磁気翻打消す消磁場，す編ち不

変磁場のようよ磁気パ導メー一タを使掘してもよい」と欝いでいぞ〔翰が，媛t、わ濯は当パ響

メー～虜が1臓出岩，なかん壌訟く1玄戴岩の1対鮭湛こ豪黛立鷺）鵜とを明1馨）かにした1．

　それ以外菰麟準の糖査に際し実はり岩聡の鉱物成分と従属闘係紅あ葡所γ）残留磁麺）強さと

｝欝／厳捧鷺の擬箋とを牽廷葺讐／ることン磐で春恐〔警）．

　麟の対比に上記パラメー一タを総合的に利用すると謹儒頼度C最も大紅婦果が挙、華られ、メ、わ

れわれが極、東地方分玄武岩に関しそ拶耀撃劉杓対比を実施Lた際，．．ヒ熱パ勢、試一タの全郭を考

慮に入れで作業．を進めた、、い窟豪で述べたいろいろの対比の方法の中で第一一・番藷按か法以外獄

別個の玄武岩台地の領域内の層準対比に1ま役立つが，いく…、麹）玄武岩台糞癒　翼曙耀蝉相互

の対比には役立たない・といっ〉はかか篠場合／こは同期流出物が必ず烈・も同一の鉱物成分を有

するとは隈らないからで‘熔　同一生葦霞蓬欝乎驚翫有一動る分布地1域の．鯉峯、“ た層輝難の業ぎ沈こ乙そ露／l簸

気学的地質年代学（欝麺轍玄購鷲廊欝○綴r鋤（痴欝〉研究、ヒ最毒璽要な課題の一つであ恐．

　第三の方法は他の慧つの方法とは根本鹸ン，嵯繋を有してい導．すなわち最初の篇、疑）方法で

は古磁気紅よる調査靱磁気麟／充分乎こ安定した岩石が役三蓋つたのに対して，第三の方法では岩

石の生成年代を決定するバラメー一タとして岩石の消磁の搬魔が利用麟していー解　稀・代の経過瓢

伴なう残留磁舞の強さの減少についてはすで就　玉　載　K◎蕪癒欝穏〔≧購　がこれ遷ゴ摺摘している

〔鰺〕。ご雌）事実は物理的に簡単に説明ができるものであつで，ちようど磁賢鷺構適の変化が生

じた勢外部濠ら種々の影響をうけた）して老化（㌶伽紛す嶺、）と類似した現象である。

　A．G，K磁灘鍵鐙vは岩・；衝…茜ε溢拝代1とその残留ぞ鮫葉笹）強さ撫の麟妻属移琴軽系に♪ひいてr・優、翻た事鯉究を発

表しズいる〔農〕．彼はその得た緒果を臨3および第農図で瀦しているが，轍れで残留磁気の

強さと年代とが指数的な関係て現わされていぞ）ことがわかる。地畷纏　霞岩聡の曲離叢のバラメ

ー虜と禽地岩石の曲線のバラメータとの差異は岩石グ）溝磁速度に遣構運勤の過程が琴，猶著しい

影響を及ぼしでい恐ことを物語るものである、・図に添／柔うに台地地載）岩石が藪＞層準1薫で

は比1鮫的早く消磁するが，詳をの後はその帯磁　強さる欝ぎ下が非常，こ羅鷺慢に麟薫行す誓覇鰭附斜地

域の轡石では帯磁の強さの奏．頁著な減少がず泌　長く続いてお／／，極端に窯で低下’1

　かくしてもし調査鴛行なつてい恐地域の岩石に関して上説轄類似した従属関係を知つておれ

ぱ岩贋覇生成年代をその残灘磁気の強瀞紅よ鴫て容易／鷺決定でき難．践鼠蓋☆糠鍵御1〆謙こ年代

決驚瓢最も便利なのは比縫であ導ことを鱗驚してい難。それはQ強騒轍地較／』港探三1呼鎗）強磁
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地晦斜難蛾の鑛糞難黛ト購懸灘蟹紛蒙1を象鼠び鍔躍費鰭の拳聚霧磁黛

ダ）猿ミ藩と掛¢〉聾河棲とぎ〉i翼翼準

性鉱物緯〉磯集に影響建縮も難ことが少蹴いか1≧》であ愚、、披はこ融此を利粥して北極圏内ゆ槽ル地

方の鷺1艶蕪撮肩1樂撃！ぎ二1：瞭1）i臓1灘岩礫｝う匁奮編金貰1離響一撤欄；轡層麺／萬し』ぐv・ることを確証す難ととも

紅そぐひ蓑磁層のカレド識ヤ奪督黛をも豪喪定しでいる〔遮態

　本方法が適用零れ，う葛範縄隷主として潜華1の年代によるその磁気特性の藻異の程度にょって

決め鎌ンれ播．第3図瓢溝すよう搭奮地地域轍おける白璽紀以前の岩石の残留磁気の強さが嶽と

んど変｝1γつて亙、・ない、，したがっで本方法難：鈴1璽紀あ慈》蹄ま墜寸レ、柔！）瀞野銀い1灘代挺でぎた岩着／こ

のみ有効であつて，ぞれ。き轡古い年代φものには適ヌ懲されない。更〆かるにウラルの地向斜地域

に対し寮よ（第4飾霧贈，本方法の遡獅瀧範澄編祷ンヅ懸・代の獅驚撚嫁で拡張讃偽．

本方法の畏桝とするところは，それが定方位試料融選1遜：1を必要とレないことである，したがっ

て騰轡驚の窯“t紅霧蟹）1｛瀦無譲《；（｝！無雛1韓玉sお，よび窟ア試潜墾を攣鯛弓づ糟ることができる“

　本方法雄現在非常な人気を得でい鷺）が1ゆ桑、に，い象こミニに本1方法を用いる轍あたってた蜜た

まみられ騰不条理な簡易化および欝式化瓢伴な息う誤編こついて一一蓄して懇かなければならな

い爆

　第一索闘鐵調しでオ鷺・かなければなら鳶二い、蝋は夢糞霧3｝論よび第4隊霧こ淳献す関係捻l！餐篶能的性格を有

す難も競ア脅、乳なく統講的性．格を窮することである、，したがつで生成年代乾ついで儒頼性のあ鵜

結論を得恐ため紅は，隅一・種類岩1欝からの充分に訳山の試料を集めでそのそれぞれ紅ついて磁

繊嵐‘縛難三を難蝿定，しておか駄け敵凄オξなら職マ㌦

　覆謡漿に念頭に1おが1慧姦ナればなら癒㌧・財1）は年代の離獲過．に伴な彗残留イ滋気の強さの減嚢速渡1が岩

際駕の／擁部響や窪と奪翻萬関｛系にあ膝瀧ζとで1三彰る。　鑑の《慧属嚢翼係は藩蚤石賦）嚢嚢々の難難胤よつて一一氷様で欺

い．こ船、続伴癒う騰石年代の決定におけ蕎失敗の翼能性を除去するため婦灘の磁気特性の分繕

7轟一く警め



艶撮　漁璽賦t海燃難1蒸（N鷺による　蘇年代の算転二（i詐＝ii奪遠譜く〉

靴墓づいて確立さ浪　関係紅従う岩石の一一繊　灘三確に決・定す為必要が漉裟　こぐ）際盤警型によ

》γぐそれぞれ珊欄轍残留磁気〆強さとよ弔令鱗蠣係曲線作£製，の必要？畷弘じう≧凱　1二れ　褥葎～の／蔽

鶏獅安定性1が多くグ要索鋭左右啓れ罪しかもこれら要素ジ）影　藤、、麟がい1斑のとこるわ；掴わ治・に

轡峯貯ゑドで頭幾▽、〉う㌶　 ”
セ

罫き糞

　燐石の磁気離安驚1生賦）定量的方法，．髭塀在のと｝ろ澱も難解な瞬題の　1．録駆われわれは

翼在ソ連学士院附鄭患球物理学研究瞬で行獄われ，てい監も研究作業が将来わ澄わオ更調査隷、曝il石

の磁舞的安定性を爽験窒紅おいレヲ決驚で　1）三耗を獄』ぐくれ難も（アと期符L　　噸〔瓢亀

虜齢　そ濯、が実騨／一れば第』総㊤古磁　箋法でわれわ戯は「残留磁気φ強塔と年令とめ統漂麟な関

係雌オ爵逢「残紹磁戴の雛1零と鱗・令との機能騨関係J　l・二移ぞ蔦～二がで愚≧翻こンξ乳濾地質年代学に1

、とつて㌧、く鋭　1凄灘してもと骸ジ薦離1　難毛（跨　　　 渇．

　以下夢われ、オ、；ンれ、製極東地方〔 新亙詞い曝三代瓢／警翼／n鶏噴疑岩鈴磁気菱ダ雛研究◎継果瓢いついズ述べ

恐ことにす難、、オれわれが研獲の対象にした轡濯　暴二沿海！｛㌔i，ハバ罷ヂノスタ州お、よびヵムチャッ

爵遷騰に1広く分布曝　　武岩床饗Lゾた“蹴れわ離素／二S量≧翫ぎ樵灘短騒k（）雛、樽藩戯びS藍）v欝▽ξ燃1

玄武岩台地で熱○獺／訊㎜塾照）断懸か繕多数の罵方位試料憂．、／ミ取した1隠・中央カムチャッカの蟹出

岩質玄裁岩床障も採取した識れらの試瀞／／閥して残留磁懲の方向を灘定した結果1上紅ダ讐挙し

た玄武燐床の．豪部がそ澄，ぞれS（｝瓢か野纂Omまでグ樺　．ご有しい◇ンシ／鞠」）熔岩流を挾む

正常、1箒磁と逆言喜替磁とを鷹互に有すそ1）雇誕甕からなウてい慕ことが激シニ）た“潜石の…羅磁が非常に

均質駒で騰つたノ｝め，蓋1三確な灘講勧｝共通の平均、躍嶽方向を得差躯混　縁でき，それ垂籔づいぐ熔

岩が流出した轟時の磁極の位甑を復際．ヂる乙とが㌦蓉た．この全麟準紅平均毒磁／華“の位縫が蔦

ん貯桑、の地難学的極と…・灘文していた黛難れ醸新第三紀寒嵐　び1さ駐：・にi紙しい・帯代¢雄麟を研死レ

た他の調査騰が得た結果によ◇数して㌧る⑫幻．　かくしていま嬬こ／論ずる玄裁岩“醗婁

学醐資輝“疑墾沸．蕪．華融た跨駆臨醐轡矧、轍犠磁詫辞憶るン養、熟照蝿ゐ薄紛得

た結果と一致していゐ、本方濠が近似1約なも鰹て曝1るため葬1玄武壕蹄猛1三威年代轍関して雛1こ漆’も

以、1二鐙薫蕪養篠な麟琴翻・導蔓き1π1義蓼撒と雄、薪とらくてきない　 ろう，

　鑑の、点夢こおいて、i薦爆黍締磁された岩石ご蘇藪1磁さ・移た岩石の嘗1在を麟壌した第二の方渋がよ弩

有墓であ恐．古磁気断雛匹各懇列に関す櫛資料を圭鱒絞対照い1誤こと』に訳つて各台蓑也繊域内にお

け愚麟準がその走麟鷺業重｝つてよく追跡で蓉羊釜）鉱とがオい駕それ糧暴ミつて研寵趣れた騰床賦）対

比躯賊化鱒聴がξ．葦／轍，第講隠われ麟纂瓢．レズ作製麟臨熱蓋痴繍鋸試燐癬締

東部嵐関す恐古磁黙対比図を承毛／てい恐，、鶴一噌耀．、を霧す類蔽城の対比1・こは次のパラメー一タす

　　　　・ざ　　　黛　　　聡

値壱繕勾＼、．，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’☆☆噛幽！
z灘

生ヨ　」論一一．玉㌶．
　　　　　　　5　　　　　　才慶　　　　　ノ5　　　　　2が　　　　　～亀グ　　　　　β〃　　　　　35　　垂農嘉ぎ

蒼ず聾謬1　　難簸鷺（＞難》マ（〉麟瓢亙巽強喘を鶏・注撫の癖藪部礫享舗馨装譲気対誤二灘

　　　玉．　ヱ鷺肇i摯鐵難籍鞍　　慧ド　窪滋懲1縫讐歩
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煽》縫耀齢紛強さき試び二鎌／，魁？纐概麹錫継を稗浮／記た追跡淋、た騨軸）似

墾一一湾方向への傾斜は疑凝流流動方向と一歎してい恐．図でわかるよ薯こ研魔された区域で農

紋の庸磁淳的な／l、 事灘が分離脳1ゾ甑・るが，そのうあの2枚はほとんど全露鐵箇所で追跡でき

る、鮪出撫斬覗の上部裟、逆方内に帯磁，、舞た小区域が存在していぞ蒙翼と，各購の古磁気資

料ならびに第顯浄甦初期よ噺1〆い年代紅属す翻搬岩ではど嬢こも逆帯磁が観察されなンう）た

ことによ・．ズ縄麹）対象！な、糞つた愚眉が新第三紀麟黎言菊ことを証明す㌶）に役立つている．そ　　雪

　蚤か本結、，鞘柔呂｝撒就ΦV《）禽地を誘蜘戎尋翫轡石の胞峯一花粉誇分析驚料によつても確証された

ため，本系列が申新世一鮮新世初期範属しでい蓄〉と確欝できるも）である，

　われわれは翫夏麟｝＄k台地および翻喉慧k畿強欝職震縄辺の玄驚賭台地の調査された場税

紅ついても類似の対比図を得ている。わ離．われは愚・喉嚢裁yを駕鍵職漁周辺鋭）玄蹴岩台地錺）調査

1磁総つて禦アにザい瓢の獲性の資料を粥脚した．坑井から取ξ咄され篭淵ア紅は上方1笥翻い

た矢覇綬その坑井1繊／ラ噸方位紅勲付けたためその残留磁気窃）極性を決定することがてきた「，

このよう欺方法が用いられ徹，階、・た贋では，雛ア　方位、≧一・部の雛アに残った鎌孔の痕跡によ

㎡　湾廓慧、　た。本（方位決定）法がいつでも撚ずしも信頼のできるも」）とは限らなかつたにか

かわ載　砦，遂行、醤癖、調査作業の結果，この種調、灘が層序学的対比／こ澱重な資料を提供してく

れることが轡華らか紅なつた．さく井就際し夏憶アを取！）繊すと嗣時／lこその1妻ξ然状熊における地

／斡礎縦軸の位置を決定すそ瀧とのみで充分であ轍欄当）労力を必要，』す誉）が，このよ、

屑1裳がな港れていゐζい場合ぴ）ため紅毛う一ゾ≡）極性決定の方法を推挙愛ることができる．こ

の方法は可変磁場紅おけ㌧試料銃）消磁曲線が謄、醤および逆帯磁された岩石に対してそ治．ぞれ異

なつた特性を有する事実麺立脳江　い屡、

　8（）v戟濾翫獅齢v瓢i地区の蕩井から取り出されたご翼ア紅 ．》・ての樋性測定結果によつて

8鋳欝職滋玄武岩台地を少なくとも捻縦ぴ）粛磁気学醐響準搭分けうることがわかつた、、隠し

て乙の捻枚の麟準の）ち8枚治海醗懲二あつで，ぐの懲然露頭の調趨罫できない、、こ二のこと

は，岩石学および地形学帥調査！慧捕蕩1レ　騒蹄羅＿武岩の生成年代を第懸紀に入れているV．

（駕麹鴻鐵轍繍k撹1）結論と矛盾してい’　〔暮〕。これに．反してrわれわれの宇尋た結；果が，　主隠して

恥購鋼撚泡牽列の下位層準の堆積轡から得た滞艦擁》畿漁£（）鷺麟賦燃の分析資料に墓づいて

当玄武岩の生成年代を鮮新世初期一沖新世11入れているL　L翫蹴ぎ誌脚の見解を確証してい

庭藁〉。実際に古磁気資料就基づいて第纒綻初期拠入れっγのは逆華鋒磁縛れた層準ガ註）なる最上位

にある台地〆）層準競。／勘めつて他の層準は鮮新拠誘熱癒激それよりさら紀古い年代に入れるべ

きで｝罫。

　この織、薦は籠鷺噛磁蒙融、二よウても溝様鵜確証されでい蕎．欝三の古磁気法を適縮／剛るに

あたヴぐわれわれは極策地域の玄武岩1㌘いてそのQの値ゐ年代摘）関係図を作成して用いた

（第窃図）、，鮮新難後期の瑚事欄華一疇幾の値は翫｝照£餓露台愛畿の上位麟準および灘樋沁囎熱

村　（菱」灘痂甑付近にある）雄区でこれらの轡床を貢／・ている所の玄武岩頸の磁気特性測定に基

づいて得られた。鮮新世轟よび中新iせに対する幾の値濾紬濾鋤滋台地および呂鰍㈱鴨玄試

岩台搬の下部鱒縫から採取uた試料について測定した．われオ、／／、が銀w囎甑・村ま懲区で始新世

の玄武岩およびKO聡窃m轟盆一編～償滋葱饗欝瞭童盛沿線で樹璽紀初期（？）鍔）安霞岩質玄斌岩

の磁気特性を測定した結果さ脳こもう無．）の適当な縫の値を得ることができた．第馨図に紫す

従嘱闘係に従つてS卿賦S蝕誼欝翼鎌緬1地区の玄嚢畿岩（そのQの値は7と欝との閥を変動して

いる）　眺成年代を中新縫後蝉ト鮮新縫初期に入れkべきである。本例を難てわか轟よう続第

三の古磁気法捻極東地方に分布す≧玄武岩の生成年代の決定瓢有効に適鴛・1でき譲、，

　かくして灘、在知られている全部¢）古磁気法を2つ窃）蟄に分けることができる．

　蓋，岩聡¢）生成年代を直接鰍こ決定す葛方法には磁極座標法および岩贋の消磁（程）度決定

1こる方法とがあ蕎，、いま蹉）慧鵜ろ地球磁揚の地史ならびに撚石の帯磁の減衰過程／こ関する研

究がきわめて不充分であるため，瓢れらの方法では単に近似醜な岩石の生成年代しか決定する

灘《騰）
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瀞砺鱒

蓼　暢 私 鞠3　㌦1脇　　　％　　　　軌
難織鎚ぎ露訟慧幾景韓「こ二搬婦隔濯）鰭蒙｛と）む孝）灘餐尭と導1）窪i！惑

こと漆＆で唱継鳥こ》、。

　譲。　断羅鵬讃嬰／す鵜鱒芦華彗舞姦窮業歪比紅よるツプ溢臥　胤濯、らのブy樺難こ毒馨匙凱る峯、ので霧㌶一彗乙膣灘げな二け考も

ばならないのはll｛三常帯磁ならび鵜逆ン瀞／滋をもつ帯域ごと穀凱難tを行隷う方法甲であ為．。本一来は粛

磁気学醜対比法には鵜していなレ・が，岩石の消磁場帯磁率およびその他の磁気パラメータの対

圭ヒにじ勲る：方窯褻…も虞㌶ププ渥…蕪ミニカ1彫菱、らオピでレ・る，、　こ濯，ら“ア乃曝蕪墾ま鑓善鷺鋭）隷移〉躍鷺よ疑3竜離ま」二撚・二樽：邪糞玉凱v、）

｝誤葵嚢猛娩）資叢｝凌難i鱗奪す芸）ことなくして藩ま胤茸しらC毛）プ録去のみで畢意憂｝フ薪の盤離戎覇簗f矯を㌧決・繋鴛》す養鑑と

＞う寮響蓉癒v、。

　麟位学および地球年代学鈴領域で霧磁気法の適癖で最1．授の成巣を収め≧鍵昌慮これ1窪〉方法を総

脅／削勝晒げる甑と，なら導緊詳細な普遍的な古磁蒙裂年代表を作成す凝鳳とが必要である、。本

表の作成は地球磁場の地史ならび／こ岩石の墜1多磁靴関す罵）綿密な調査に立脚してのみ欝能であつ

で，しかも各大灘地域の一つ・…ツ1こついて，古磁気学酌轍鍵と数る断顧が作られ一，それに餐断

面を構成する岩蕎の磁気パ響メー一虜の特性が一…ゐつ欠か零ず盛込んであ讐〉場禽紅限つで可能であ

る。本断轍¢）作成紅あたつては地質学的資料，地質年代学ぐ7。）資料ならびに、放射能性物質誕よ葛

年代決定の方法に最大限紅頼ら欺ければならない。古磁気年代嚢の基礎確立紅関遵して行なわ

れた作業で蓄積された実際の資料もまた宵磁気法をより儒頼性ぴ）ある薫確なものにする疏）に役

立っものである．総合的古磁気法の根底轍数隈りな翻現象が含まれ茎1〉以．i庶，それがやがては地

質年代学ならびに麟位学にとつて，古生物，赦射能物質瓢よる岩石年代決定の方法が持・．）でい

るのと岡糠な意義を持つに至猿ことは確ズ1・であ鵜，
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